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Ⅴ 調査結果から見える課題等（クロス集計結果から） 

ひきこもりの人の年齢とひきこもりの原因から見えてくる課題 

 

民生委員児童委員と福祉専門職のアンケート結果から10歳代、20歳代では「不登校」がひきこもりの原因

になっている傾向にあることが相関分析からわかりました。また、30歳代では「大学に馴染めなかった」と

「就職活動でのつまずき」など新しい環境に馴染めなかったことがひきこもりの原因になっている傾向にあり

ます。60歳代では、「病気」がひきこもりの原因に挙がっています。加齢とともに支援が困難になっていくため、

早期の発見・支援につながることが重要です。 

[設問間クロス集計] 

表側：該当者とあなたは直接連絡ができますか（訪問・電話・メール・LINE など） 
表頭：該当者の年齢 
 

 

全体 10～
19歳

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
64歳

65歳
以上

無回答

人数（人） 124 9 11 24 25 29 10 6 10

割合（％） 100 7.3 8.9 19.4 20.2 23.4 8.1 4.8 8.1

人数（人） 18 5 6 4 2 0 1 0 0

割合（％） 100 27.8 33.3 22.2 11.1 0 5.6 0 0

人数（人） 5 0 0 4 1 0 0 0 0

割合（％） 100 0 0 80.0 20.0 0 0 0 0

人数（人） 18 0 0 5 6 6 0 0 1

割合（％） 100 0 0 27.8 33.3 33.3 0 0 5.6

人数（人） 1 0 0 0 0 1 0 0 0

割合（％） 100 0 0 0 0 100 0 0 0

人数（人） 16 0 1 0 3 6 3 2 1

割合（％） 100 0 6.3 0 18.8 37.5 18.8 12.5 6.3

人数（人） 32 2 2 6 7 7 2 4 2

割合（％） 100 6.3 6.3 18.8 21.9 21.9 6.3 12.5 6.3

人数（人） 9 0 1 5 1 1 1 0 0

割合（％） 100 0 11.1 55.6 11.1 11.1 11.1 0 0

人数（人） 53 3 4 10 9 14 4 2 7

割合（％） 100 5.7 7.5 18.9 17.0 26.4 7.5 3.8 13.2

全体 10～

19歳

20～

29歳

30～

39歳

40～

49歳

50～

59歳

60～

64歳

65歳

以上

無回答

人数（人） 60 4 2 4 15 21 7 5 2

割合（％） 100 6.7 3.3 6.7 25.0 35.0 11.7 8.3 3.3

人数（人） 6 3 2 1 0 0 0 0 0

割合（％） 100 50.0 33.3 16.7 0 0 0 0 0

人数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0

割合（％） 100 0 0 0 0 0 0 0 0

人数（人） 4 0 0 1 1 1 1 0 0

割合（％） 100 0 0 25.0 25.0 25.0 25.0 0 0

人数（人） 2 0 0 0 0 2 0 0 0

割合（％） 100 0 0 0 0 100 0 0 0

人数（人） 10 0 1 2 4 3 0 0 0

割合（％） 100 0 10.0 20.0 40.0 30.0 0 0 0

人数（人） 17 1 0 2 3 6 1 4 0

割合（％） 100 5.9 0 11.8 17.6 35.3 5.9 23.5 0

人数（人） 21 1 0 0 8 7 4 0 1

割合（％） 100 4.8 0 0 38.1 33.3 19.0 0 4.8

人数（人） 13 1 1 0 5 4 1 1 0

割合（％） 100 7.7 7.7 0 38.5 30.8 7.7 7.7 0

人数（人） 1 0 0 0 0 0 0 0 1

割合（％） 100 0 0 0 0 0 0 0 100

             は表側の項目で最も割合の高いもの

             は有意差があるもの(       は有意水準1％、　　　は有意水準5％）

不登校（小・中・高等学校）

[民生委員・児童委員]

全体

就職できなかった

失業

大学に馴染めなかった

職場に馴染めなかった

受験の失敗

病気

人間関係（友人、家族、同

僚　等）

就職活動でのつまずき

[福祉専門職]

無回答

全体

不登校

受験の失敗

家庭や家庭環境の問題

疾病や性格など本人の問
題

わからない（知らない）

その他

無回答
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ひきこもりの人の年齢とひきこもりの期間から見えてくる課題 

 

１０歳代は年齢との関係もあり、ひきこもりの期間は５年以下が多くなっています。４０歳代と５０歳

代においては、ひきこもりの期間が分散しており、前頁の表にみられるようにひきこもりの原因も多様

になっています。 

８０５０問題に挙げられるように壮年層のひきこもりを予防するためにも早い段階での介入・支援が

求められます。 
 

[設問間クロス集計] 

表側：該当者の年齢 
表頭：ひきこもりの期間 

 

 

 

 

全体 1年
未満

1～3
年未満

3～5
年

6～10
年

11年
～15

16年
～20

20年
以上

不明 無回答

人数（人） 124 3 7 13 28 14 7 13 24 15

割合（％） 100 2.4 5.6 10.5 22.6 11.3 5.6 10.5 19.4 12.1

人数（人） 9 1 3 3 0 0 0 0 0 2

割合（％） 100 11.1 33.3 33.3 0 0 0 0 0 22.2

人数（人） 11 0 0 1 6 1 0 0 2 1

割合（％） 100 0 0 9.1 54.5 9.1 0 0 18.2 9.1

人数（人） 24 1 0 2 9 5 1 1 1 4

割合（％） 100 4.2 0 8.3 37.5 20.8 4.2 4.2 4.2 16.7

人数（人） 25 0 0 4 3 6 1 3 7 1

割合（％） 100 0 0 16.0 12.0 24.0 4.0 12.0 28.0 4.0

人数（人） 29 0 0 1 7 2 4 4 10 1

割合（％） 100 0 0 3.4 24.1 6.9 13.8 13.8 34.5 3.4

人数（人） 10 0 1 0 2 0 1 4 1 1

割合（％） 100 0 10.0 0 20.0 0 10.0 40.0 10.0 10.0

人数（人） 6 1 2 1 0 0 0 0 1 1

割合（％） 100 16.7 33.3 16.7 0 0 0 0 16.7 16.7

人数（人） 10 0 1 1 1 0 0 1 2 4

割合（％） 100 0 10.0 10.0 10.0 0 0 10.0 20.0 40.0

全体 1年
未満

1～3
年未満

3～5
年

6～10
年

11年
～15

16年
～20

20年
以上

不明 無回答

人数（人） 60 2 10 4 3 7 3 8 21 2

割合（％） 100 3.3 16.7 6.7 5.0 11.7 5.0 13.3 35.0 3.3

人数（人） 4 0 3 0 1 0 0 0 0 0

割合（％） 100 0 75.0 0 25.0 0 0 0 0 0

人数（人） 2 0 0 0 0 1 0 1 0 0

割合（％） 100 0 0 0 0 50.0 0 50.0 0 0

人数（人） 4 0 0 0 1 2 0 0 1 0

割合（％） 100 0 0 0 25.0 50.0 0 0 25.0 0

人数（人） 15 0 3 1 0 1 1 0 9 0

割合（％） 100 0 20.0 6.7 0 6.7 6.7 0 60.0 0

人数（人） 21 0 1 2 1 3 2 4 7 1

割合（％） 100 0 4.8 9.5 4.8 14.3 9.5 19.0 33.3 4.8

人数（人） 7 1 0 0 0 0 0 3 3 0

割合（％） 100 14.3 0 0 0 0 0 42.9 42.9 0

人数（人） 5 1 3 1 0 0 0 0 0 0

割合（％） 100 20.0 60.0 20.0 0 0 0 0 0 0

人数（人） 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1

割合（％） 100 0 0 0 0 0 0 0 50.0 50.0

             は表側の項目で最も割合の高いもの

             は有意差があるもの(       は有意水準1％、　　　は有意水準5％）

無回答

[福祉専門職]

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65歳以上

無回答

全体

[民生委員・児童委員]

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65歳以上

全体

10～19歳
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ひきこもりの人の家族構成と予想される困りごとから見えてくる課題 

 

民生委員児童委員と福祉専門職のアンケート結果から予想される困りごとで多いのが「家族の精

神的負担」と「地域からの孤立」になります。また、民生委員児童委員のアンケート結果から家族と同

居している場合は「家族の精神的負担」、一人暮らしの場合は「地域からの孤立」が多い傾向にある

ことがわかります。 

家族とひきこもりの人の双方の支援の重要性がうかがえます。 

 

[設問間クロス集計] 

表側：該当者の家族 
表頭：予想される困りごと 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 家族の精神
的負担

生活困窮 地域からの
孤立

家庭内暴力 その他 無回答

人数（人） 124 49 19 53 6 10 32

割合（％） 100 39.5 15.3 42.7 4.8 8.1 25.8

人数（人） 93 47 15 36 6 8 21

割合（％） 100 50.5 16.1 38.7 6.5 8.6 22.6

人数（人） 22 2 4 17 0 2 2

割合（％） 100 9.1 18.2 77.3 0 9.1 9.1

人数（人） 9 0 0 0 0 0 9

割合（％） 100 0 0 0 0 0 100

全体 家族の精神

的負担

生活困窮 地域からの

孤立

家庭内暴力 その他 無回答

人数（人） 60 33 17 29 5 11 4

割合（％） 100 55.0 28.3 48.3 8.3 18.3 6.7

人数（人） 56 31 15 27 5 11 4

割合（％） 100 55.4 26.8 48.2 8.9 19.6 7.1

人数（人） 3 1 2 2 0 0 0

割合（％） 100 33.3 66.7 66.7 0 0 0

人数（人） 1 1 0 0 0 0 0

割合（％） 100 100 0 0 0 0 0

             は表側の項目で最も割合の高いもの

             有意差があるもの(有意水準1％)

一人暮らし

無回答

[福祉専門職]

[民生委員・児童委員]

全体

同居家族あり

一人暮らし

無回答

全体

同居家族あり
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Ⅵ 巻末資料 

 調査票 
 
【民生委員児童委員】 
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【民生委員児童委員（個別調査）】 
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【福祉専門職】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【民生委員児童委員（個別調査）】 
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【福祉専門職（個別調査）】 
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